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平 成 2 1 年 7 月 2 7 日 

西日本高速道路株式会社 

 
 

四車線化事業の促進に向けた対応方針について 

（工事の早期発注及び地域企業者の受注機会への配慮） 
 
 
 ＮＥＸＣＯ西日本（大阪市北区、代表取締役会長ＣＥＯ：石田 孝）は、平成２１年５月２９日付

けで整備計画が策定された四車線化事業を実施するために、日本高速道路保有・債務返済機

構との協定変更及び国土交通大臣への事業許可申請の準備を進めているところです。 

今回の四車線化事業は、高速道路ネットワークの機能強化、サービス向上など安全・安心の

確保につながる事業であること、国の経済危機対策として事業化されたことを踏まえて、事業許

可後速やかに事業着手し、一日でも早い四車線化を図り、地域の社会・経済の活性化に貢献す

るために、以下のとおり取り組むこととしましたのでお知らせします。 

 

１．四車線化事業の概要  
四車線化事業は次の３路線であり、事業の概要は別紙のとおりです。 

路  線  名 区  間 延  長 

近畿自動車道松原那智勝浦線（阪和道） 御坊～南紀田辺 ２７ｋｍ 

四国横断自動車道阿南四万十線（高松道） 鳴門～高松市境 ５２ｋｍ 

九州横断自動車道長崎大分線（長崎道） 長崎～長崎多良見 １１ｋｍ 

 

２．現場対応組織の設置 

   平成２１年８月１日付けをもって、次のとおり現場対応組織を設置し、速やかな工事着手に向

け関係行政機関等や沿線地域の皆様への工事説明など準備を進めていきます。 

   なお、高松道の徳島県域の事業については、既存の徳島工事事務所にて所掌します。 

①関西支社 田辺工事事務所 

  ※当面の間、和歌山工事事務所（和歌山市黒田５０）内に設置 

②四国支社 高松工事事務所 

  ※当面の間、四国支社社屋（高松市朝日町４－１－３）内に設置 

③九州支社 長崎高速道路事務所 

      ※現長崎管理事務所（諫早市海津町１００８）の名称変更 

 

３．平成２１年度工事発注予定 

本事業は既に用地が確保されていることから、工事用進入路計画や建設残土処理方法な

どの関係行政機関等との協議並びに沿線地域の地元への説明を早急に行い、並行して順次

工事発注を行う予定です。平成２１年度は、金額比率で５割以上の土木工事の発注を目標と

します。 

なお、具体的な工事件名等については、事業許可後速やかに公表する予定です。 

 

４．経済危機対策に配慮した工事発注方針 

経済危機対策に配慮した工事発注方針について、次のとおり実施します。 

（１）工程短縮や出来高促進に効果的な工事の発注計画 

工程短縮や出来高促進など経済危機対策の観点から効果的と判断される土木工事にお

いて、小規模工事も含めた工事発注計画を策定します。 
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（２）発注標準※①の特例措置（特定建設工事共同企業体※②を活用した受注機会の拡大） 

    現行の発注標準においては、土木工事※③のＣ等級企業者は４億円未満の工事に単体の

みでの競争参加を認めているところですが、特定建設工事共同企業体による円滑な共同施

工を確保する上で十分な施工能力を有する当該地域のＣ等級企業者にあっては、Ａ又はＢ

等級業者と特定建設工事共同企業体を構成して４億円以上１３億円未満の土木工事に参

入できる特例措置を定めることにより、受注機会の拡大を図ります。 

土木工事の発注標準比較（WTO 基準額※④未満） 

発注金額帯 

WTO 基準

額 

～13 億円 

13 億円～ 

10 億円 

10 億円～

7 億円 

7 億円～

4 億円 

4 億円～

2 億円 

2 億円未

満 

現   行  
Ａ 

ＡＢ 

Ａ 

Ｂ 

Ｂ Ｂ 

Ｃ 

Ｃ 

特例措置 

Ａ 

ＡＢ 

Ａ 

ＡＢ 

ＡＣ 

Ａ 

Ｂ 

ＡＣ 

ＢＣ 

Ｂ 

ＢＣ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｃ 

 ※ 特定建設工事共同企業体のＣ等級企業者は、当該施工地域に本社を有する社とす

る。 

（３）総合評価落札方式※⑤の活用 

ＷＴＯ基準額未満の土木工事の総合評価落札方式において、円滑な事業推進に資する

能力として「地域精通度」及び地元下請負人や地元資材の活用をはじめとした「地域貢献

度」などを積極的に評価することで、地域企業者の活用の促進を図ります。 
総合評価落札方式の追加評価項目  

評 価 項  目  細 目  評価内容  

地理的条件１ 近隣地域での施工実績  県内における施工実績  
地域精通度

地理的条件２ 緊急時の施工体制  県内における本店の有無  

災害協定等  行政との災害協定の有無  地域への貢献  

ボランティア活動  県内での活動実績の有無  

建設資材の購入予定  地産品の購入予定の有無  

企
業
の
信
頼
性
・
社

会
性

地域貢献度  
地域企業の活  

用  下請負人の使用予定  一次下請けの県内活用率  

※①「発注標準」とは、工種毎に等級格付けされた会社が競争参加できる発注金額帯を示した表

をいう。 
※②「特定建設工事共同企業体」とは、複数の建設業者が、一つの建設工事を受注、施工するこ

とを目的として結成する共同企業体をいう。 
※③「土木工事」とは、道路を構築する切土・盛土、橋梁の橋脚・橋台、トンネル及びそれにともなう

付帯工などを施工する工事をいう。 
※④「ＷＴＯ基準額」とは、中央政府及び政府関係機関が物品及びサービスを調達する場合に、Ｗ

ＴＯ政府調達協定が適用される基準額 (当社建設工事の調達契約にあっては現在 26.3 億
円 )をいう。 

※⑤「総合評価落札方式」とは、従来の価格のみによる落札方式とは異なり、「価格」と技術力など

「価格以外の要素」を総合的に評価する落札方式をいう。 

以上 
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四車線化事業の概要 

 阪和道 

（御坊～南紀田辺） 

高松道 

（鳴門～高松市境） 

長崎道 

（長崎～長崎多良見）

区間延長 ２６．９㎞ ５１．８㎞ １１．３㎞ 

 構造物延長 橋梁：4.3 ㎞（16％） 

ＴＮ：7.9 ㎞（29％） 

橋梁：6.8 ㎞（13％） 

ＴＮ：7.0 ㎞（13％） 

橋梁：2.0 ㎞（18％） 

ＴＮ：6.6 ㎞（58％） 

四車線化事業費 750 億円 680 億円 400 億円 

 直轄事業費（※１） 745 億円 610 億円 375 億円 

 有料事業費 5 億円 70 億円 25 億円 

交通量（Ｈ19）（※2） 10,800 台/日 

（10,000～11,300） 

13,200 台/日 

（11,000～15,000） 

10,500 台/日 

（9,200～11,000） 

渋滞回数（※３） 57 回 35 回 7 回 

死 傷 事 故 率

（※４） 
6.0 件/億台㌔ 4.3 件/億台㌔ 5.0 件/億台㌔ 

死亡 

事故 
3 件 10 件 0 件 

事故 

状況 
事故 

件数 

（※5） 
負傷 

事故 
27 件 64 件 7 件 

※１ 直轄事業分は、四車線化により増加する収入や管理費、料金徴収期間等に一定の仮定を

おいて算出した有料投資可能額を追加事業費から除いた額（現在、機構及び国交省と調整

中） 

※２ 区間の平均日交通量。( )内は、区間内の各 IC 間毎の平均日交通量の範囲 

※３ 40 ㎞/ｈ以下の速度が 15 分以上継続した回数（H17～H19 の実績） 

※４ １億走行台㌔当たりの死傷事故件数（H17～H19 の実績） 

    （高速道路の平均値：4.3 件/億台㌔（H19）） 

※５ 暫定２車線として供用以降の死亡事故及び負傷事故の件数 

 



長崎自動車道
長崎～長崎多良見

高松自動車道
鳴門～高松市境

阪和自動車道
御坊～南紀田辺

新たな４車線化事業（位置図）



 配布資料 

                             平成２１年  ７月２７日 

西日本高速道路株式会社 

 

 

  今年のお盆期間中（８月６日から８月１９日まで）においては、ＥＴＣ特別割引の

拡大により、例年以上の渋滞・混雑が見込まれております。 

  ＮＥＸＣＯ西日本では、渋滞予測やゴールデンウィークの混雑状況をもとに、上り

坂等を中心とした速度低下注意喚起対策や、特に混雑するサービスエリア（ＳＡ）・

パーキングエリア（ＰＡ）での駐車場整理員による案内強化、大型車駐車スペースの

確保、仮設トイレの増強や渋滞通過に時間を要する区間での携帯トイレ配布等の取り

組みを例年のお盆時期以上に実施いたします。 

 

（主な混雑・交通安全対策） 

項目 主な対策 実施規模 前年比

本線の渋滞・安全対策 交通管理隊の増員 
⇒交通事故等緊急時の対応強化 

延べ 110台 1.6

 後尾警戒車の配置 
⇒「この先渋滞中」などの注意喚起 

92箇所 2.0

 ＬＥＤ標識等の設置 
⇒上り坂等での速度低下注意喚起 

26箇所 3.3

 トンネル照度アップ 
⇒暗がり、圧迫感緩和による速度低下対策

76箇所

料金所の混雑対策 サービススタッフの増員 
⇒お客さま案内、ETC トラブル対応 

延べ 280人 1.1

ＳＡ・ＰＡの混雑対策 駐車場整理員の配置 延べ 1,800人 2.3

 大型車専属整理員の配置  延べ 390人

 大型車駐車スペースの確保 43箇所

 清掃従業員の増員 延べ 1,200人 1.1

 仮設トイレの設置  37箇所180基 3.9

 店舗の営業時間延長 7,800時間 1.7

 ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝの営業時間延長 1,600時間 1.9

 ミストファンの設置 
⇒休憩施設広場の暑さ対策 70箇所103台 6.4

(注１)物流・バス事業者様からのご意見を踏まえ、ラバコーンの設置や専属駐車場整理員を配置

し、大型車駐車スペースを確保します。 

(注２)渋滞通過に長時間を要する区間や特に混雑が予想される SA・PA には、緊急的な対応として、

「携帯トイレ」の準備を行っております。 
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この他、分散利用に向けて次の広報・情報提供を実施いたします。 

・新たな料金割引に関する広報（ホームページ、ガイドブック、ポスター、チラシ、

ラジオ、新聞広告） 

・ＥＴＣレーンの安全通過等に関する広報（ポスター、横断幕等） 

・アイハイウェイ          （http://ihighway.jp）※、道路情報板、ハイウェイラジオ、

サービスエリアの情報ターミナル等によるリアルタイムの交通情報提供 

 ※アイハイウェイの機能拡充など詳細は別紙参照 

・渋滞時所要時間等の提供（名神・中国道など長時間の渋滞が予測される箇所に仮設

ＬＥＤ表示板※を１０箇所設置） 

※仮設ＬＥＤ表示板の詳細は別紙参照 

・『渋滞予測カレンダー』『料金・経路検索』による所要時間予測情報、『SA･PA駐車場

込み具合まっぷ※』などによる事前の情報提供 

※『SA･PA 駐車場込み具合まっぷ』などの詳細は別紙参照 

・お客さまセンターのオペレーターの増員（現在 20 名※ 35 名）※昨年お盆時点 10名 
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参考資料 

１．上り坂やトンネル部など速度低下箇所（渋滞発生箇所）における対策 

・ 下り坂から上り坂に変わる箇所など、上り坂勾配区間では無意識のうちに速度

が低下し、後続車は車間確保のため連鎖的にブレーキを踏むこととなり渋滞が

発生します。この渋滞の先頭付近に速度回復をお願いするＬＥＤ標識、看板等

を設置することで、渋滞を緩和します。 

・ 同様に走行環境が暗くなるトンネル入り口付近や閉塞空間となるトンネル内

でも一時的に速度低下が生じることから、渋滞発生ポイントとなるトンネル内

の照明の照度をアップし、暗がりや圧迫感を緩和します。 

 

２．渋滞時所要時間等の情報提供（仮設ＬＥＤ表示板） 

・ 長時間の渋滞が予測される箇所に仮設ＬＥＤ表示板を

設置し、渋滞時の所要時間情報、渋滞後尾警戒情報、そ

の他注意喚起情報を提供します。 

※名神、中国道、阪和道など全１０箇所 

 

 

３．大型車駐車スペースの確保 

・ 物流、バス事業者様からのご意見を踏まえ、

ラバコーン、専属駐車場整理員を配置するな

ど行い、山陽道、九州道等のエリアにおいて

大型車駐車スペースを確保します。 

・ 対策実施予定エリアにつきましては事前に各

事業者、お客様に当社ホームページ等でお知

らせします。 
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大型車駐車スペース確保状況の例 

ＬＥＤ標識の設置例 トンネル内照明の照度アップ例 

仮設ＬＥＤ表示板の表示例

仮設ＬＥＤ表示板の設置例 



 

４．お出かけ前の情報提供 

・ ご旅行の計画にお役立て頂けるよう、今年の高速道路渋滞予測や過去のエリア

駐車場混雑状況などをお知らせします。 

《お盆の渋滞予測ガイド》 

・ お盆期間の毎日の渋滞予測データを地図上でわかりやすく示した冊子『お盆の

渋滞予測ガイド』を有人のＳＡＰＡを中心に８月３日頃から約１０万部配布し

ます。（掲載エリアは愛知県以西） 

・ また、同様の内容の地図を当社ウエブサイト『渋滞予測カレンダー』内に掲載

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《SA・PA 駐車場込み具合まっぷ》 

・ ＳＡＰＡの駐車場の混雑状況を調査※した結果を示した地図『ＳＡ・ＰＡ駐車場

混み具合まっぷ』を当社ウエブサイト『渋滞予測カレンダー』内に掲載してい

ます。 

※平成１９年の交通混雑期間（お盆等）のある一日に限った調査です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冊子の表紙 

冊子及びウエブ掲載内容 

ウエブ掲載内容 
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５．緊急的なトイレ対策（携帯トイレの配布） 

・8 月 13 日（木）は、下り方向（大阪から広島方面）で中国道宝塚東トンネルを
先頭にピーク時の渋滞長が 65km、渋滞通過に 5 時間半近く要することが予想さ
れており、緊急的な対応としてお子様連れなどのお客さまに携帯トイレの無料配

布を準備します。

・配布エリアにはお知らせ板を設置し、お客さまへご案内します。
※お知らせ板は、携帯トイレの在庫がなくなり次第撤去します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、上記以外に西日本高速道路サービス・ホールディングス（株）の協力のも

と、海水浴など行楽地方面や、特に渋滞長、渋滞通過時間が長くなると予想される

路線を中心に以下のエリアにも携帯トイレを準備します。

 

配布エリア 数 量 配布実施日 配布方法 配布主体 

名神 大津ＳＡ㊦ 約 2,000個 8月 13日（木）
インフォメーション

で配布 

名神 草津ＰＡ㊦ 約 2,000個 8月 13日（木）

名神 桂川ＰＡ㊦ 約 2,000個 8月 13日（木）
配布要員が配布 

名神 吹田ＳＡ㊤ 約 500個 8月 13日（木）
インフォメーション

で配布 

約 500個 8月 13日（木）

約 500個 8月 14日（金）阪和道 印南ＳＡ㊤

約 500個 8月 15日（土）

テナント（売店）で

配布 

NEXCO 西日本

舞若道 西紀ＳＡ㊤ 約 500個 8月 15日（土）

約 500個 8月 13日（木）

約 500個 8月 14日（金）山陽道 吉備ＳＡ㊦

約 500個 8月 15日（土）

約 500個 8月 13日（木）米子道 蒜山高原Ｓ

Ａ㊦ 約 500個 8月 14日（金）

約 500個 8月 15日（土）
九州道 古賀ＳＡ㊤

約 500個 8月 16日（日）

インフォメーション

で配布 
ＳＨＤ 

 

（配布箇所） 

お知らせ板(イメージ) 携帯トイレの例 

お
知
ら
せ

こ
の
先
、
渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す

で
の

お
客
様
に
緊
急
用
携
帯
ト
イ

を
レ

ご
用
意
致
し
て
お
り
ま
す
。

必
要
な
方
は
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

に
お
申
し
付
け
下
さ
い
。
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６．休憩施設広場における暑さ対策（ミストファン） 

・ 長時間のドライブでお疲れになったお客さまのリ

フレッシュ、暑さ対策として、西日本高速道路サ

ービス・ホールディングス（株）において、休憩

施設エリア内にミストファン※を設置します。 

※ミストファン：ミスト（霧）を噴射することによりミス

トが蒸発する際の気化熱による冷却効果で、体感温度を 3

～5度下げる効果があります。 

設置箇所 設置数量 前年比（台数比）

名神大津 SA㊤㊦など

70 箇所 
103 台 6.4  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミストファン設置例 
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